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１ 平成25年度やまぐち森林づくり県民税関連事業の実績及び税収実績

(1) 事業実績総括表

平成25 年度については、やまぐち森林づくり県民税の税収額を4億 1百万円と

見込み、平成23年度剰余金（5,413千円）を加えた約4億641万3千円を事業費と

して、公益森林整備事業や竹繁茂防止緊急対策事業などの県民税関連事業を実施し

ました。

各種事業の実績は次表のとおりです。また、事業費については、事業実施の際の

端数調整の結果として2,878,201円の残余となりました。

（事業費の単位：円）

区 分
平成25年度事業 5年間

(H22～H26)
の整備目標計 画 決算見込(注)

健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業）

公益森林整備事業
整備面積 300㌶ 311.26㌶

2,000㌶
事 業 費 171,316,000 172,572,662

竹繁茂防止緊急対策

事業

整備面積 120㌶ 125.25㌶

600㌶再生竹除去面積 522㌶ 522.00㌶

事 業 費 212,097,000 210,215,186

魚つき保安林等海岸林

整備事業

整備面積 1㌶ 1.21㌶
5㌶

事 業 費 2,500,000 2,489,100

豊かな森林づくり推進

事業
事 業 費 14,500,000 13,209,132 －

県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業）

森林づくり活動支援事

業

団 体 数 10団体 9団体
－

事 業 費 5,000,000 4,500,000

県民との協働による百

年の森づくり推進事業
事 業 費 1,000,000 548,719 －

事業費計 406,413,000 403,534,799
（残余金）
2,878,201

（注）11月県議会で承認されて正式な決算額となるため、現時点では決算見込額となります。

これまでの取り組み
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(2) 税収実績等

平成25 年度の税収実績は405,996,830 円で、当初予算額を4,996,830 円上回り

ました。また、平成23年度剰余金を加えた事業費充当額も当初見込額を4,997,479

円上回りました。

区 分
当初予算額
（①）

決算見込額
（②）(注)

増減額
（②－①）

(1)税収額 401,000,000円 405,996,830円 4,996,830円

(2)平成23年度剰余金 5,413,000円 5,413,649円 649円

(3)=(1)+(2) 事業費充当額 406,413,000円 411,410,479円 4,997,479円

（注）11月県議会で承認されて正式な決算額となるため、現時点では決算見込額となります。

(3) 剰余金について

平成 25 年度は、税収増加分に事業実施の端数調整等で生じた金額を加えた

7,875,680円の剰余金が生じました。

税収増加額等（①） 事業費残余額（②） 剰余金（①＋②）

4,997,479円 2,878,201円 7,875,680円

(4) 平成25年度剰余金等の取り扱い

平成 25 年度剰余金の 7,875,680 円の取り扱いについては、次期計画の検討とあ

わせて今後検討していくこととします。

(5) 実績報告の公表

森林づくり県民税の実績に関する年次報告として、毎年度、「やまぐち森林づく

りレポート」を作成・公表していることから、平成 25 年度版レポートについても

下記内容により作成して公表することとします。

主な報告内容

① 県民税関連事業の実績及び税収実績

② 剰余金等の取り扱い

③ 県民税関連事業実施実績

④ 事業の効果
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２ 平成 25 年度県民税関連事業実施実績 

(1) 健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業） 

公益森林整備事業、竹繁茂防止緊急対策事業など荒廃森林の再

生のために実施するハード４事業については、いずれも当初計画

を達成しました。 

 ① 公益森林整備事業 

本事業については、17 市町 419 箇所で実施し、当初計画を上回

る 311.26 ㌶の整備を行いました。 
 

区分 計画 実績 達成率 摘要 

整備面積 300.00 ㌶ 311.26 ㌶ 104 ㌫  

事業費 171,316,000 円 172,572,662 円   

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施例 

場所 岩国市美川町 

面積 0.50 ㌶ 

施行内容 
スギ･ヒノキ 45 年生
の強度間伐、林内の
整理 

  

  

岩 国 市 

国 
道 
187 

号 線 

（施行前） （施行後） 

（位置図） 【概要】 

国 
道 434 号 

線 

県 
道 

69 号 線 

錦 

川 
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 ② 竹繁茂防止緊急対策事業 

本事業については、14 市町 59 箇所で実施し、当初計画を上回る

125.25 ㌶の整備を行いました。 

また、平成 22 年度から平成 24 年度に竹の全伐を行った箇所（17

市町 224 箇所；522.00 ㌶）について再生竹の除去を行いました。 

区分 計画 実績 達成率 摘要 

整備面積 120.00 ㌶ 125.25 ㌶ 104 ㌫  

再生竹除去 522.00 ㌶ 522.00 ㌶ 100 ㌫  

事業費 212,097,000 円 210,215,186 円   

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施例 1 

場所 下関市豊田町大字大河内 

面積 1.06 ㌶ 

施行内容 
繁茂した竹の伐採、 
林内の整理 

 
 

  

（施行前） （施行後） 

（位置図） 【概要】 

下 関 市 

 

長 門 市 

 

美 祢 市 

 

県 
道 

34 
号 

線 

国 
道 435 

線 号 



- 5 - 

 

 

                       

 

 

      

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施例 2 

場所 山口市阿東篠目 

面積 1.38 ㌶ 

施行内容 
再生竹の除去 
林内の整理 

 

 

 

 

 

（施行前） 

（1 年後に発生した竹） 

（施行後） 

（位置図） 

【概要】 

山 口 市 

国 
道 

9 
号 

線 

萩 市 
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 ③ 魚つき保安林等海岸林整備事業 

松くい虫や台風などの被害により荒廃した海岸林について、1

市 1箇所で実施し、当初計画を上回る 1.21㌶の整備を行いました。 

 

区分 計画 実績 達成率 摘要 

整備面積 1.00 ㌶ 1.21 ㌶ 121 ㌫  

事業費 2,500,000円 2,489,100円   

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実施例 

場所 萩市下田万 

面積 1.21 ㌶ 

施行内容 
抵抗性アカマツ植栽 
枯損木除去 

  

  

萩 市 

国 
道 

191 

号 線 

島根県 

（施行前） （施行後） 

（位置図） 【概要】 
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 ④ 豊かな森林づくり推進事業 

 ｉ）公益森林整備事業地・竹繁茂防止緊急対策事業地のフォローアップ事業 

本事業については、5 市 5 箇所で実施し、0.48 ㌶の整備を行い

ました。 

整備面積 事業費 摘要 

0.48 ㌶ 1,635,900 円 
公益森林整備事業地 3 箇所 0.34 ㌶ 
竹繁茂防止緊急対策事業地 2 箇所 0.14 ㌶ 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施例 

場所 宇部市西吉部 

面積 0.04 ㌶ 

施行内容 
竹繁茂防止緊急対策
事業地における広葉
樹植栽等 

 
 

  

◆草本類が繁茂し植生の回復が
遅れている事業地 

◆草本類を除去し、影響を受けに
くい大苗の広葉樹を植栽 
 

（施行前） （施行後） 

宇 部 市
 

中 
国  

自 

車 

県 
道 
30 
号 

線 

国 

道 
490 

号 

線 

（位置図） 【概要】 

美 祢 市
 

道 

道 
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ⅱ）地域特性を考慮した本県の独自課題へ対応するモデル事業 

○耕作放棄地における竹繁茂対策 

耕作放棄地に侵入した竹の全伐により、被害拡大を防止し、自

然回復が期待できる森林に誘導するため、4 市 4 箇所で実施しまし

た。 

整備面積 事業費 摘要 

1.59 ㌶ 3,557,400 円 ・侵入した竹の全伐 

 

○海岸地域における緑化対策 

風害、潮害などを受けやすい海岸地域で潮害等に強い樹種を植

栽し、早期緑化を図るため、1 町 1 箇所で整備を実施しました。 

整備面積 事業費 摘要 

0.21 ㌶ 638,400 円 
･トベラ、マサキ、ハマビワ等、潮風害に強

い樹種の植栽 

 

○荒廃したアカマツ林の再生対策 

平成 22 年度から 24 年度の事業実施箇所（6.00 ㌶）における下

刈り、つる切りを 1 市 3 箇所で実施しました。 

整備面積 事業費 摘要 

6.00 ㌶ 352,800 円 ･H22～24 事業地の下刈り、つる切り 

 

○市町からの提案 

 地域特有の課題を解決するため、市町からの提案による荒廃森

林の整備を市町自らがモデル的に実施しました。 

ア 竹材・たけのこ生産による竹繁茂対策 

宇部市及び美祢市の提案により、過密化し荒廃した竹林の抜き

伐りを 5 箇所で実施しました。 
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整備面積 事業費 摘要 

1.96 ㌶ 3,400,000 円 ・過密化により荒廃した竹林の抜き伐り 

 

イ 観光力の向上に向けた竹繁茂対策 

岩国市及び萩市の提案により、竹林が繁茂して景観や観光客の

利便性を悪化させている観光地周辺等において、繁茂竹林の伐採

を 4 箇所で実施しました。 

整備面積 事業費 摘要 

1.81 ㌶ 3,254,047 円 ・観光地周辺の竹の全伐 

 

耕作放棄地における竹繁茂対策 

      【概要】   

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施例 1 

場所 光市三輪 

面積 0.30 ㌶ 

施行内容 
耕作放棄地に侵入した
竹の伐採、林内の整理 

 
 

  

◆耕作放棄地（畑跡地）に竹が繁
茂している状況 

◆全伐後の状況 
 

田布施町 

光 市 
周南市 

道 
188 号 

国 

線 

県 道 
23 

号 
線 

（施行前） （施行後） 

（位置図） 
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海岸地域における緑化対策 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町からの提案（竹材・たけのこ生産による竹繁茂対策） 

      【概要】               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施例 4 

場所 美祢市西厚保町 

面積 0.18 ㌶ 

施行内容 竹林の抜き伐り 

 
 

  
◆過密化した竹林 ◆抜き伐り後の状況 

（施行前） （施行後） 

（位置図） 

美 祢 市
 

山陽小野田市
 

下 関 市
 

中 国  自 車 道 道 
道 県 

33 
号 

線 

実施例 2 

場所 周防大島町日前 

面積 0.21 ㌶ 

施行内容 
地拵え 
広葉樹の植栽 

 
 

 

周防大島町 

国 道 437 号 
線 

（位置図） 【概要】 

 

（施行前） （施行後） 
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市町からの提案（観光力の向上に向けた竹繁茂対策） 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

実施例 5 

場所 萩市堀内 

面積 0.60 ㌶ 

施行内容 
萩城址周辺に繁茂し
た竹林の伐採･整理 

 

 

  

◆竹が繁茂し、景観を悪化 ◆伐採･整理後の状況 

（施行前） （施行後） 

国 
道 

262 
号 

線 

萩 市 

（位置図） 【概要】 
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(2) 県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業） 

税制度の導入目的や内容などについて県民への一層の周知を図

るとともに、具体的な税の使途について理解促進を図るため、各

種の周知活動に取り組みました。 

① 森林づくり活動支援事業 

県民の森林づくり活動への参画を促進し、森林づくりへの理解

をさらに高めるため、ボランティア団体等が地域のニーズに応じ

て取り組む自主的な森林づくり活動などの提案を公募し、審査の

結果、9 団体について森林づくり活動の支援を行いました。 

  支援内容は、チェンソーや刈払機、鋸、鉈など森林整備活動を

行うための資機材や植樹活動を行うための苗木等の資材の購入、

地域住民や都市住民に森林づくりへの参加を促す交流会等の活動

に対する支援です。 

区 分 計 画 実 績 達成率 摘 要 

支援団体 10 団体 9 団体 90 ㌫  

事業費 5,000,000 円 4,500,000 円   

 

 

区 分 団 体 名 活動内容 

岩国市 
長谷地区ふるさとづくり推進協
議会 

森林整備、竹林整備、植栽、
都市住民との交流 

周防大島町 美しい三蒲を創る会 
森林整備、竹林整備、植栽、
都市住民との交流 

周南市 防長の吉野をつくる会 森林整備、植栽 

周南市 湯野森林ボランティア神宮会 
森林整備、植栽、管理道の維
持管理 

防府市 佐波の里山サポートネット 
森林整備、竹林整備、管理道
整備、ベンチ製作 

防府市 竹林安らぎ会 
森林整備、竹林整備、自治会･
子供会との交流 
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美祢市 赤郷地区振興会 
森林整備、竹林整備、赤間街
道の維持管理 

下関市 かぐや姫の里づくりの会 竹林整備、都市住民との交流 

長門市 たわらやま森林塾 
森林整備、竹林整備、植栽、
木炭づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実施例 

  

  

◆会員によるサクラの植樹活動 ◆地域住民との協働によるふる
さとの景観美化活動 

◆会員による下刈作業 ◆会員による森林整備活動 

【長谷地区ふるさとづくり推進協
議会】（岩国市） 

【美しい三蒲を創る会】 
（周防大島町） 

【防長の吉野をつくる会】 
（周南市） 

【湯野森林ボランティア神宮会】
（周南市） 
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◆丸太を使った腰掛けづくり ◆会員による竹林整備作業 

◆会員による森林整備活動 ◆会員による竹林整備活動 

 

◆会員による植樹活動 

【佐波の里山サポートネット】 
（防府市） 

【竹林安らぎ会】 
（防府市） 

【赤郷地区振興会】 
（美祢市） 

【かぐや姫の里づくりの会】 
（下関市） 

【たわらやま森林塾】 
（長門市） 
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② 周知活動 

県民への一層の周知を図るため、公益森林整備事業地や竹繁茂

防止緊急対策事業地を活用したイベントの開催など各種活動を実

施し、制度の導入目的や内容などの周知を行いました。 

また、県内民放３局の県政放送（テレビ）において、やまぐち

森林づくり県民税関連事業のＰＲを行いました。 

なお、平成 25 年 6 月に行われた「県政世論調査」の結果では、

森林づくり県民税の周知率は 36.8 ㌫となっています（調査対象；

県内に在住する 20 歳以上の男女 3,000 人；有効回収数；1,679 人、

回収率；56.0 ㌫）。 

 ○パネル等を活用した広報活動 

 

 

 

           

 

 

 

 

○地域行事への参加による周知活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

【きらら産業交流フェア（山口市）】 

実施例１ 

  

 

【美秋木材まつり（美祢市）】 

 

【長府企業フェスタ（下関市）】 

【市町庁舎でのパネル展示（阿武
町）】 
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○県民税関連事業地を活用した周知活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【周南市で開催したタケノコ採り】 

 

【山口市で開催したタケノコ採り】 
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３ 第２期事業の実績見込み 

  平成 22～26 年度までの第２期の公益森林整備事業や竹繁茂防止緊急対策事業な

ど事業実績は、次表のとおりとなる見込みです。 

                （単位：千円） 

区  分 

平成22～25 

年度実績 

① 

平成26年度 

計画 

② 

第２期合計 

（見込み） 

①＋② 

５年間の 

整備目標 

健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業） 

 公益森林整備

事業 

整備面積 1,456.62㌶ 545㌶ 2,001.62㌶ 
2,000㌶ 

事業費 744,841 325,198 1,070,039 

竹繁茂防止緊

急対策事業 

整備面積 625.69㌶ － 625.69㌶ 

600㌶ 再生竹除去面積 1,249.27㌶ 483㌶ 1,732.27㌶ 

事業費 764,388 63,574 827,962 

魚つき保安林等

海岸林整備事業 

整備面積 4.21㌶ 1㌶ 5.21㌶ 
5㌶ 

事業費 9,967 2,500 12,467 

豊かな森林づ

くり推進事業 
事業費 55,313 9,677 64,990 － 

県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業） 

 森林づくり活

動支援事業 
事業費 

48団体 10団体 58団体 
－ 

22,156 5,000 27,156 

県民との協働に

よる百年の森づ

くり推進事業 

事業費 10,201 1,000 11,201 － 

事業費計 1,606,866 406,949 2,013,815  

 

（注）四捨五入により内訳と合計が一致しない場合がある。  
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平成 26 年度事業実施計画 

 

 

１ 概要 

  やまぐち森林づくり県民税関連事業の平成 26 年度事業につい

ては、平成 25 年度第３回推進協議会において協議し了解を得た事

業計画を基に、5 年間の整備目標と各市町からの要望調査等の結

果を踏まえ、次表のとおり実施することとしたい。 

 

区 分 
平成 26 年度事業実施計画 平成 26度 

予算額 
（千円） 

５年間の 
整備目標 整備 

計画量 
要望量 

整備量
（案） 

健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業） 

 公益森林整備
事業 

545 ㌶ 545 ㌶ 545 ㌶ 325,198 2,000㌶ 

竹繁茂防止緊
急対策事業 

－㌶ －㌶ －㌶ 
63,574 600 ㌶ 

(483)㌶ (483)㌶ (483)㌶ 

魚つき保安林
等海岸林整備
事業 

1 ㌶ 7 ㌶ 1 ㌶ 2,500 5 ㌶ 

豊かな森林づ

くり推進事業 
－ － － 9,677 － 

県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業） 

 森林づくり活

動支援事業 
10 団体 10 団体 10 団体 5,000 － 

県民との協働
による百年の
森づくり推進
事業 

広報ツールを活用したＰＲや地
域単位で開催される各種イベン
トや事業実施地での周知啓発活
動を実施 

1,000 － 

計 － 406,949 － 

（注）竹繁茂防止緊急対策事業の（ ）内数値は再生竹除去面積である。 
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２ 健全で多様な森林づくりの推進（ハード事業） 

公益森林整備事業、竹繁茂防止緊急対策事業、魚つき保安林等

海岸林整備事業、豊かな森林づくり推進事業のハード整備関係の 4

事業については、次のとおり実施することとしたい。 

(1) 公益森林整備事業 

荒廃した私有林のスギやヒノキの人工林を対象に、本数率で

40％以上を伐採し、針葉樹・広葉樹の混じり合った混交林へ誘導

する本事業については、次のとおり実施したい。 

① 市町からの要望量調査の結果 

各市町から、①地域事情、②事業の緊急性、③事業実施の可能

性等を踏まえて要望量の調査を実施したところ、次表のとおり整

備計画量と同程度の結果となりました。 

平成 26年度整備計画量
（ａ） 

市町要望事業量 
（ｂ） 

対比 
（ｂ/ａ） 

545 ㌶ 545 ㌶ 100 ㌫ 

 

 ② 事業実施（案） 

 ⅰ)  平成 26 年度の整備量は 545 ㌶とします。 

 ⅱ) 圏域別の整備量は、①各市町からの要望量と、②市町別の水

と緑を育む森林内の私有林における 36 年生以上のスギ・ヒノキ

人工林の割合から求めた平成 26 年度基準面積が、ほぼ同水準で

あることから、市町要望量に沿って実施案（p.20）を策定しま

した。 
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公益森林整備事業実施（案） 
 

圏域 市町名 
① 

市町要望量
（㌶） 

② 
H26 基準面積

（㌶） 

①/② 
対比 

計画量案（㌶） 

岩国 

岩国市 147.90 147.90 
  

和木町 0.40 0.70 

小計 148.30 148.60 1.00 148.30 

柳井 

柳井市 3.40 3.40 

 
 

 

周防大島町 2.90 2.90 

上関町 0.30 0.30 

平生町 1.10 1.10 

小計 7.70 7.70 1.00 7.70 

周南 

周南市 101.40 98.00 

  
下松市 3.00 6.40 

光市 3.00 2.60 

田布施町 1.60 1.60 

小計 109.00 108.60 1.00 109.00 

山口 
防府 

山口市 69.40 69.40 
  

防府市 3.50 3.50 

小計 72.90 72.90 1.00 72.90 

宇部 
小野田 

宇部市 5.00 11.30 

  山陽小野田市 5.00 5.80 

美祢市 67.00 60.10 

小計 77.00 77.20 1.00 77.00 

下関 
下関市 33.40 33.40   

小計 33.40 33.40 1.00 33.40 

長門 
長門市 19.00 19.00   

小計 19.00 19.00 1.00 19.00 

萩 

萩市 67.70 70.90 
  

阿武町 10.00 6.70 

小計 77.70 77.60 1.00 77.70 

計 545.00 545.00  545.00 
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(2) 竹繁茂防止緊急対策事業 

水源地や住宅地の周辺などで繁茂拡大する竹林を伐採する本事

業については、当初計画のとおり、本年度は再生竹の除去のみを

実施する。 

(3) 魚つき保安林等海岸林整備事業 

荒廃が著しい魚つき保安林等の海岸林の整備を行う本事業につ

いては、市町からの要望調査による対象箇所を踏まえ、次のとお

り実施したい。 

①事業実施箇所の選定 

各年度 1 ㌶、5 ヵ年間で 5 ㌶の整備を計画しており、市町からの

要望を踏まえ、計画の具体性、緊急性、事業効果の高い箇所を優

先して選定します。 

②事業実施（案） 

選定の結果、次の箇所において事業を実施します。 

市町名 所在地 面積（㌶） 事業内容 

長門市 仙崎字波の橋立 1.00 抵抗性きららマツ及び広葉樹植栽 

（注）市町からの要望箇所については次表を参照。 

◆ 魚つき保安林等海岸林整備事業（要望箇所一覧表） 
 

圏域 市町名 所在地 面積 年度 摘要 

下松 下松市 大字笠戸島字小城岬 1.00㌶ H23 
抵抗性きららマツ植栽 
防風垣 

山口 
防府 防府市 大字富海字八崎 1.00㌶   

下関 

下関市 白﨑 1.00㌶ H24 
抵抗性きららマツ及び広
葉樹植栽、枯損木除去 

下関市 豊北町大字神田上 1.00㌶   

下関市 豊北町大字阿川 1.00㌶ H22 
抵抗性きららマツ植栽 
防風垣 

長門 長門市 仙崎字波の橋立 1.00㌶ H26 
抵抗性きららマツ及び広
葉樹植栽 

萩 萩市 下田万字宇生 1.00㌶ H25 
抵抗性きららマツ及び広
葉樹植栽、枯損木除去 

計 5 市  7.00㌶   

         平成 22～25 年度事業実施箇所         平成 26 年度事業実施予定箇所 
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(4) 豊かな森林づくり推進事業 

植生の回復が遅れている既事業地のフォローアップを行うとと

もに、本県の森林の特性等を踏まえた豊かな森林づくりを進める

ための先進的な事業等をモデル的に実施する本事業については、

現地状況等を踏まえ次のとおり実施したい。 

 

① 公益森林整備事業地のフォローアップ事業 

所在地 
面積 
(㌶) 

現地の状況 事業計画 

下関市 
豊北町 
大字田耕 

0.15 

・平成 21 年度に本数率で
40％以上を伐採 

・シカの食害により植生が
回復しておらず、表土の流
出が見られる 

(1)広葉樹(郷土樹種)の植栽 

①事業地周辺において良

好に生育している主な

樹種 

 
②植栽本数 

広葉樹の生育本 数 が

1,000 本/ha 以上となる

よう植栽する。 
 

(2)シカ食害防止資材を設

置 

  

 

  

アラカシ、シラカシ、サカキ、
ヒサカキ、タブノキ、ツブラ
ジイ等 

[林床の状況] 

[シカの食害跡] 

[シカ食害防止資材 

（設置イメージ）] 
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② 地域特性を考慮した本県の独自課題へ対応するモデル事業 

ア 竹材・たけのこ生産による竹繁茂対策（宇部市からの提案） 

事業 
対象地 

面積 
(㌶) 

現地の状況 事業計画 

宇部市 
大字小野 

1.40 

手入れ不足等による過密化の
影響で、道路等の公共施設
や民家周辺等にまで竹林が
拡大 
 

・所有者では実施困難な過密
化した竹林の抜き伐り 
(約 12千本/ha→ 3千本/ha) 
・事業完了後、地元で継続的
な竹林管理を実施 

  

[竹林遠景] [過密化により荒廃した竹林] 

 

イ 観光力の向上に向けた森林整備（周南市からの提案） 

事業 
対象地 

面積
(㌶) 

現地の状況 事業計画 

周南市 
大字大津
島 （大津
山山頂周
辺） 

1.00 

・山頂の砲台跡は貴重な観光
資源として有望 
・山頂までの歩道は竹林の繁
茂により鬱閉し通行に支障 
・山頂周辺は竹林や雑木によ
り瀬戸内海への眺望が阻害さ

れている状況 

・繁茂竹林・雑木の伐採等に
よる山頂周辺の環境整備 
・整備後は地域の貴重な観光
資源として活用予定 

 
 

 

  

[竹の繁茂による歩道の環境悪化] [竹・雑木により山頂の眺望を阻害] 
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ウ 松くい虫被害跡地での森林環境学習に向けた森林整備 

（長門市からの提案） 

事業 
対象地 

面積
(㌶) 

現地の状況 事業計画 

長門市 
西深川 

0.30 
松くい虫被害跡地にシダ等が
繁茂し、植生回復を阻害 

・松くい虫被害跡地の地拵、
地元小学校の森林環境学習
の一環として植樹実施、シカ
防護柵設置 
・地元小学校等の森林環境学
習等の場として継続的に活

用予定 

  

[松くい虫被害跡地の様子] [シダが繁茂し広葉樹の生育を阻害] 
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３ 県民との協働による森林づくりの推進（ソフト事業） 

(1) 森林づくり活動支援事業の採択について 

① 応募団体一覧 

番
号 

所在地 団体名 事業概要 
整備 
面積 

（ha） 

申請 
金額 

（千円） 

1 岩国市 ひむろ里山倶楽部 
森林整備（下刈、間
伐）、管理道整備 

0.60 500 

2 岩国市 岸根自治会 
森林整備（下刈、不要
木処理）、サクラの植
栽 

1.80 500 

3 周南市 大津島観光協会 
森林整備（下刈）、竹
林整備 

0.30 500 

4 周南市 遊友絆の森 
森林整備（広葉樹伐
採）、クヌギの植栽、
木炭づくり 

0.40 500 

5 山口市 長門峡観光協会 
森林整備（下刈、不要
木処理）、竹林整備、
カエデの植栽 

0.42 500 

6 山口市 栄山公園を守る会 
森林整備（下刈、不要
木処理）、竹林整備 

0.30 500 

7 宇部市 
岩鼻公園を良くす
る会 

森林整備（下刈、不要
木処理）、竹林整備、
サクラ等の植栽 

1.00 500 

8 宇部市 やきむすびの会 
森林整備（下刈、不要
木処理） 

3.10 500 

９ 下関市 クスの森炭楽会 
森林整備（除伐、間伐
）、炭焼き、都市住民
との交流会 

0.30 500 

10 長門市 クラブネッツ大畑 
森林整備（下刈、不要
木処理）、地元小学生
等との交流会 

1.00 500 
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②審査方法 

  応募された事業については、事務局において審査基準に基づき

審査整理表を作成し、「やまぐち森林づくり推進協議会」での意見

を踏まえ、県が最終的に決定します。 
 

③審査基準 

  事業の審査は、下表に基づいて行います。 

審査項目 評価の観点 

波及性 
幅広い県民の意識の醸成や活動の輪づくりに繋がっている
か。また、活動人数等から波及効果が期待できるか。 

実現性 確実に実現できる能力、実績等があるか。 

効率性 
適正な経費でコスト削減に努めているか。 
また、整備面積等から事業効果が期待できるか。 

継続性 
単発的な活動でなく、次年度以降も継続される可能性があ
るか。 

独自性 地域の実情や特性に応じ、創意工夫がなされているか。  

 

④審査結果 

採択予定団体は次のとおりです。 

番号 所在地 団体名 
補助金額 
（千円） 

備考 

1 岩国市 ひむろ里山倶楽部 500   

2 岩国市 岸根自治会 500   

3 周南市 大津島観光協会 500   

4 周南市 遊友絆の森 500   

5 山口市 長門峡観光協会 500   

6 山口市 栄山公園を守る会 500   

7 宇部市 岩鼻公園を良くする会 500   

8 宇部市 やきむすびの会 500   

9 下関市 クスの森炭楽会 500   

10 長門市 クラブネッツ大畑 500   

計 10 団体  5,000   
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(2) 県民との協働による百年の森づくり推進事業（周知啓発事業） 

広報ツールやパブリシティを積極的に活用し、税の導入目的や

税制度の内容などについての周知を行うとともに、タケノコ採り

や現地説明会など事業箇所を活用した取り組みを行うことで、県

民への一層の周知を図ります。 
 

 

１ 広報ツールを活用した周知活動の実施 

(1) 県の施設や民間企業・消費者団体、各種イベント等における周知パネル

の展示。 

(2) 県や市町の関係施設等へのリーフレットの配布。 

(3) やまぐち森林づくりレポートの作成・公表。 

(4) 県民税周知のための横断幕の活用。 

(5) 県民税事業を周知するための看板の設置の検討。 

 

２ 税関連事業の事業地を活用した周知活動の実施 

(1) 公益森林整備事業地を活用した現地説明会の開催。 

(2) 竹繁茂防止緊急対策事業地を活用したタケノコ採り（実施済み）の開催。 

(3) モデル林の周知と現地見学会の開催。 

(4) 「やまぐち森林づくり週間」において、広く県民へ周知するために地域

イベントと連携した周知活動を実施。 

(5) 事業地で伐採された木材や竹材を各種イベント等で活用。 

 

３ やまぐち森林づくり推進協議会の開催 

(1) 協議会の開催。 

(2) 県のホームページで協議内容等を掲載。 

 

４ 周知率の低い方に対する周知活動 

(1) 各種団体等への出前講座の開催。 

(2) ケーブルテレビによる地域イベント開催の告知。 

(3) 若年層や女性の目にとまるコンビニエンスストアなどへのリーフレット

等の配置など。 

 

５ その他の広報活動 

(1) 各種イベントに合わせた周知活動。 

(2) 県政出前トークの活用。 

(3) 県政放送等（県広報誌「ふれあい山口」の活用、新聞広告等）や市町、

森林組合広報誌などへの掲載。 

(4) プレスリリースなどを積極的に活用し、引き続きパブリシティを通じた

周知を促進。 

(5) 県政世論調査による周知度の測定等を行い、周知活動に反映。 

 

周知活動の実施案 
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１ 趣旨 

平成２６年度で第２期の実施期間が満了する「やまぐち森林づくり県民税」

制度については、これまでの関連事業の実施状況や県民ニーズ等を踏まえ、

今後検討を進めることとしたい。 

 

２ 全国の状況 

・平成 15年度に高知県で導入されて以来、35県で導入済み。 

・先行導入した高知、岡山、及び鳥取県は第３期へ延長済み。 

・県民税均等割の超過課税方式で上乗せ額は次のとおり。 

個人：300～1,200円 （本県を含む 20県が 500円） 

法人：5～11％    （本県を含む 20県が 5％） 

・大部分の県が５年間の時限措置としており、全て期限到来時に延長。 

 

３ 今後のスケジュール 

時 期 内 容 

７月中旬 

 

 

 

 

11 月上旬 

 

 

 

１月中旬 

 

 

◇第１回やまぐち森林づくり推進協議会 

・第２期事業実績報告 

・今後の検討スケジュール提示 

◇県民アンケート調査、市町・関係団体ヒヤリング 

 

◇第２回やまぐち森林づくり推進協議会 

・県民アンケート、ヒヤリング結果報告 

 

 

◇第３回やまぐち森林づくり推進協議会 

 

 

 

今後の検討スケジュール 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《資料内容のお問い合わせ先》 

山口県農林水産部森林企画課林業企画班 

（担 当 者）松永 茂樹、本田 聡 

（電話番号）083-933-3464 

 


